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《一般的な消毒方法》

・使用ごとに清拭、消毒を行う。

・患者と接触する部分（手すり）の消毒は、ベンザルコニウム塩化物またはクロルヘキシジ

ングルコン酸塩の0.1％水溶液を使用する
2）

。

・次亜塩素酸ナトリウム液を含む消毒液の噴霧については吸引すると有害であり、効果が不
確実であることから行わない。

《注意点》

・各メーカー指定の希釈倍率で消毒液を使用しない場合や原液のまま使用する等の消毒方法
は手すり部分の塗装剥がれまたは劣化につながる恐れがある。

・特に有機溶剤 (シンナー、ガソリン、アルコールなど )や化学薬品は、消毒方法としては禁
止となっている。ただし、手すりの材質によってはアルコールを使用可としている場合もあ
る。
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感染予防対策
消毒・除菌方法の紹介

※一般的な消毒・除菌方法を紹介しています。
機器などに関しては各メーカーHPを参考にしてください。


